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(54)【発明の名称】 留置チューブ

(57)【要約】
【課題】  この発明は、内視鏡で見ながら体腔内の狭窄
部に留置チューブを挿入して留置するときに、留置チュ
ーブの位置を明瞭に把握できる留置チューブを提供する
ことにある。
【解決手段】  内視鏡で確認しながら体腔内に挿入して
留置する留置チューブ１において、内腔２９を有した留
置チューブ本体２と、この留置チューブ本体の外周面に
長手方向に離間するとともに径方向外側に突出して設け
られた少なくとも一対のフラップ３とを備え、上記フラ
ップの内の近位側のフラップ３ａの外側面にこのフラッ
プを明瞭にするために上記留置チューブ本体と異なる色
で着色を施した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡で確認しながら体腔内に挿入して
留置する留置チューブにおいて、
内腔を有した留置チューブ本体と、
この留置チューブ本体の外周面に長手方向に離間すると
ともに径方向外側に突出して設けられた少なくとも一対
のフラップとを有し、上記フラップのうちの近位側に設
けられたフラップの外側面には、このフラップを明瞭に
するためのマーキングが設けられていることを特徴とす
る留置チューブ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡で確認し
ながら患者の体腔内に挿入して留置する留置チューブに
関する。
【０００２】
【従来の技術】たとえば、胆管内に溜まった胆汁等を排
出する処置として、経内視鏡的に留置チューブとしての
ステントを胆管の狭窄部に導き、ステントを狭窄部に留
置し、胆管に溜まった胆汁を留置チューブとしてのステ
ントの内腔を介して排液することが行われている。
【０００３】ステントは、たとえば、実開平６３－２０
８５４号公報に示すように、ポリエチレン、シリコンゴ
ム等の高分子化合物を素材とする比較的柔軟なパイプ状
のステント本体を有し、このステント本体の両端近傍の
外周部には抜去防止のための互いに向き合う一対のフラ
ップが設けられている。
【０００４】上記構成のステントを経内視鏡的に体腔内
に導き、胆管の狭窄部に留置する手技は次にような手順
で行われる。すなわち、図７に示すように、内視鏡６の
挿入部７に設けられた鉗子チャンネル８に、可撓性ワイ
ヤからなる長尺なガイドワイヤ９を挿入しておき、ガイ
ドワイヤ９を内視鏡６の挿入部７とともに胆管４に導
く。
【０００５】次に、ガイドワイヤ９を手元側の操作によ
って前進させて狭窄部５に通し、その後、狭窄部５を通
過したガイドワイヤ９をガイドとして、プッシャチュー
ブ１０によりステント１を適切な位置まで押し込み、ス
テント１を留置する。通常、ステント１は遠位側先端は
狭窄部５の奥側に位置させる。また、近位側端部はステ
ント内腔が胆汁等が固まることによるつまりの有無を内
視鏡画像で確認できるように胆管出口より少し手前に位
置させる。このとき、ステントの位置がずれにくいよう
に、遠位側のフラップは狭窄部５の少し奥側に、近位側
のフラップは胆管出口の少し手前に位置させる。留置
は、内視鏡画像でフラップを確認しながら行う。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】ところで、フラップ
は、図８（ａ）（ｂ）に示すように、ステント本体２に
Ｖ字状の切り込みをいれ、このＶ字部をステント本体２
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の径方向外方に根元から折曲することで、互いの尖鋭部
１１が向き合うように形成されている。そのため、フラ
ップ３とステント本体２とは同じ色となり、図８（ｃ）
に示すように、内視鏡下において、ステント１が狭窄部
５に所定の深さまで挿入されているか確認するのが困難
であった。また、ステント１の色によっては、内視鏡下
において、ハレーションを起こし、視界が妨げられるこ
とがあった。
【０００７】したがって、内視鏡下でステント１を狭窄
部５に押し込む際、フラップ３の位置を正確に捕捉でき
ず、フラップ３が胆管内に入るまでステント１を押し込
んでしまうことがあった。フラップ３が胆管内に位置し
ていると、フラップ３が掛止する部分が無いため、呼吸
などの生体運動による動きによりステント１の位置がず
れてしまうことがあり、把持鉗子等の手段でステント１
を手前に引き戻して位置決め作業をしなくてはならず非
常に面倒であった。また、フラップ３の位置を確認しづ
らいため、主義に要する時間が長くなり、患者の負担が
多くなることがあった。
【０００８】この発明は、内視鏡で見ながら体腔内の狭
窄部に留置チューブを挿入して留置するときに、フラッ
プの位置を明瞭に把握できる留置チューブを提供するこ
とにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、内視
鏡で確認しながら体腔内に挿入して留置する留置チュー
ブにおいて、内腔を有した留置チューブ本体と、この留
置チューブ本体の外周面に長手方向に離間するとともに
径方向外側に突出して設けられた少なくとも一対のフラ
ップとを有し、上記フラップのうちの近位側に設けられ
たフラップの外側面には、このフラップを明瞭にするた
めのマーキングが設けられていることを特徴とする留置
チューブにある。
【００１０】この発明によれば、内視鏡下で患者の体腔
内に留置チューブを挿入して留置する際、フラップが明
瞭となるから、フラップの位置を捕捉し易い。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながらこの発
明の一実施の形態を説明する。
【００１２】図１に示す留置チューブ１は内腔２９を備
えた留置チューブ本体２を有する。この留置チューブ本
体２は、たとえばポリエチレン、シリコンゴム等の生体
適合性の高分子化合物を素材とする比較的柔軟な中空パ
イプであり、外周面に親水性潤滑剤をコーティングした
ものが望ましい。留置チューブ本体２の長手方向両端近
傍の外周部には抜去防止のための一対のフラップ３が設
けられている。
【００１３】これらフラップ３は、上記留置チューブ本
体２にＶ字状に切り込みを入れ、それによって形成され
るＶ字部４を先端の尖鋭部６が上記留置チューブ本体２
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の径方向外側で互いに向い合うように根元部５で折曲す
ることで形成されている。
【００１４】上記各フラップ３のうちの近位側のフラッ
プ３ａの外側面には、マーキングとして上記留置チュー
ブ本体２と異なる色でそれぞれ着色されている。着色に
はレーザーマーキングを用いてもよい。なお、上記留置
チューブ１としては、別の部材でフラップ３を形成して
上記留置チューブ本体２の外周部に付加してもよい。
【００１５】このように構成された留置チューブ１を経
内視鏡的に体腔内に導き、胆管の狭窄部に留置するのに
は、図２に示す留置チューブガイド装置２０が用いられ
る。図２において、（ａ）留置チューブガイド装置２０
の一部切欠した側面図、（ｂ）はＡ－Ａ線に沿う断面図、
（ｃ）はＢ－Ｂ線に沿う断面図、（ｄ）は留置チューブ
ガイド装置２０の側面図である。
【００１６】留置チューブガイド装置２０は、内視鏡の
鉗子チャンネルに挿通可能な長尺のガイドカテーテル２
１を有する。このガイドカテーテル２１は、可撓性を有
する合成樹脂材料、例えばフッ素系の樹脂、ナイロン系の
樹脂により成形されている。
【００１７】上記ガイドカテーテル２１は全長に亘って
内腔２２が形成されており、ガイドカテーテル２１の近
位端にはガイドカテーテルコック２３が設けられてい
る。上記ガイドカテーテル２１の遠位端には上記留置チ
ューブ１が嵌合される。
【００１８】また、ガイドカテーテル２１の内腔２２に
はガイドワイヤ２４が挿通されている。このガイドワイ
ヤ２４は長尺の金属製撚り線からなり、その遠位端は先
細に形成されており、近位端は上記ガイドカテーテルコ
ック２３から導出している。
【００１９】ガイドカテーテル２１には、嵌合された留
置チューブ１より近位側に、可撓性を有する合成樹脂か
らなるプッシャチューブ２５が軸方向に進退自在に嵌合
されている。このプッシャチューブ２５の近位端にはプ
ッシャチューブコック２６が設けられている。
【００２０】ガイドカテーテル２１の外周面とプッシャ
チューブ２５の内周面との間には可撓性ワイヤ２７が軸
方向の進退自在に挿通されている。可撓性ワイヤ２７の
遠位端は上記留置チューブ１の内周面と上記ガイドカテ
ーテル２１の外周面との間に圧入されて係合されてい
る。上記可撓性ワイヤ２７の近位端に設けられた操作リ
ング２８はプッシャチューブコック２６から外部に導出
している。
【００２１】このように構成された留置チューブガイド
装置２０を用い、上記留置チューブ１を経内視鏡的に体
腔内に導き、胆管の狭窄部に留置する場合、まず、ガイ
ドカテーテル２１とプッシャチューブ２５との間に可撓
性ワイヤ２７を挿通し、ガイドカテーテル２１の遠位端
に上記留置チューブ１を嵌合し、この留置チューブ１と
ガイドカテーテル２１との間に上記可撓性ワイヤ２７の
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遠位端を圧入する。
【００２２】一方、体腔内に内視鏡の挿入部を挿入し、先
端構成部を胆管の近傍まで導く。また、留置チューブ１
の近位端はプッシャチューブ２５の遠位端に当接させて
おく。次に、内視鏡の鉗子チャンネルにガイドワイヤ２
４を挿通し、内視鏡下で、ガイドワイヤ２４を前進さ
せ、ガイドワイヤ２４の遠位端を胆管の狭窄部に導く。
【００２３】次に、ガイドワイヤ２４の近位端から留置
チューブ１をセットした留置チューブガイド装置２０を
ガイドワイヤ２４に挿通し、ガイドワイヤ２４をガイド
として留置チューブガイド装置２０を鉗子チャンネルに
挿通する。
【００２４】そして、ガイドワイヤ２４を手元側の操作
によってガイドワイヤ２４を前進させて狭窄部に通し、
その後、狭窄部を通過したガイドワイヤ２４をガイドと
して留置チューブガイド装置２０を前進させることによ
って、上記留置チューブ１を近位側に設けられたフラッ
プ３ａが胆管出口の少し手前に位置するまで押し込み、
留置チューブ１を留置させる。
【００２５】このとき、留置チューブ１はガイドカテー
テル２１に嵌合された状態であるため、ガイドワイヤ２
４が大きな湾曲角で湾曲していても座屈することなく、
留置チューブ１は留置チューブガイド装置２０と一体的
に前進し、目的部位に導くことができる。
【００２６】そして、留置チューブガイド装置２０によ
って留置チューブ１を狭窄部に挿入したとき、内視鏡下
で上記留置チューブ１を深く押し込みすぎたこと、すな
わちフラップ３ａが胆管内に入り込んだことを確認した
ら、留置チューブガイド装置２０を近位側に引き戻すこ
とで、留置チューブ１を引き戻す。
【００２７】このとき、フラップ３ａは留置チューブ本
体２と異なる色で着色されているから、内視鏡下でフラ
ップ３ａが明瞭となり、上記留置チューブ１をフラップ
３ａが胆管出口の少し手前に位置するように確実に位置
決め留置することができる。それによって、フラップ３
ａをしっかりと胆管出口に掛止させることができるか
ら、留置チューブ１は体内で移動しないよう固定され
る。
【００２８】また、フラップ３ａが明瞭となることで、
手技にかかる時間を短縮させることができるから、患者
の負担を軽減することができる。
【００２９】次に、ガイドカテーテル２１及びプッシャ
チューブ２５を保持したまま、操作リング２８に手指を
掛けて可撓性ワイヤ２７を近位側に引き込むと、可撓性
ワイヤ２７の遠位端はガイドカテーテル２１と留置チュ
ーブ１との間から抜け、可撓性ワイヤ２７と留置チュー
ブ１とが分離される。それによって、留置チューブ１が
狭窄部に留置される。
【００３０】このとき、ガイドワイヤ２４の遠位端は狭
窄部に位置し、このガイドワイヤ２４にはガイドカテー
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テル２１に挿通された状態であるため、このガイドワイ
ヤ２４をガイドとして、次の処置を行うことも可能であ
る。また、ガイドカテーテル２１は内腔２２を有してい
るため、ガイドカテーテルコック２３から送液したり、
吸引することも可能である。
【００３１】図３～図６は、上記一実施の形態のフラッ
プ３に施されるマーキングの変形例を示し、（ａ）は留
置チューブ１の側面図、（ｂ）は留置チューブ１の正面
図、（ｃ）は内視鏡から見た手技中の留置チューブ１の
近位部を示す概略図である。
【００３２】すなわち、図３は、留置チューブ１の近位
側に設けられたフラップ３ａの外側面を留置チューブ本
体２と異なる色で着色し、さらにフラップ３の外側面の
根元部５に、折り目に沿って留置チューブ本体２及びフ
ラップ３の外側面に着色したそれぞれの色と異なる色で
ラインを引いたものである。
【００３３】図４は、上記留置チューブ１の近位側に設
けられたフラップ３ａの外側面を上記留置チューブ本体
１と異なる色で着色する代わりに、このフラップ３ａの
周縁部を留置チューブ本体２と異なる色で縁取ったもの
である。
【００３４】図５は、上記留置チューブ１の近位側に設
けられたフラップ３ａの外側面を上記留置チューブ本体
１と異なる色で着色する代わりに、このフラップ３の周
縁部を留置チューブ本体２と異なる色で縁取り、さらに
この縁取られた部分の内側に留置チューブ本体２の長手
方向に沿って複数のラインを引いたものである。
【００３５】図６は、上記留置チューブ１の近位側に設
けられたフラップ３ａの外側面を上記留置チューブ本体
１と異なる色で着色する代わりに、このフラップ３の外
周縁を留置チューブ本体２と異なる色で縁取り、さらに
この部分の内側に上記フラップ３の折り目とほぼ平行に
複数のラインを引いたものである。
【００３６】上記各実施の形態によれば、次のような構
成が得られる。
【００３７】（付記１）  内視鏡で確認しながら体腔内
に挿入して留置する留置チューブにおいて、内腔を有し
た留置チューブ本体と、この留置チューブ本体の外周面
に長手方向に離間するとともに径方向外側に突出して設
けられた少なくとも一対のフラップとを有し、上記フラ
ップのうちの近位側に設けられたフラップの外側面に
は、このフラップを明瞭にするためのマーキングが設け
られていることを特徴とする留置チューブ。
【００３８】（付記２）  上記マーキングは上記留置チ

6
ューブ本体と異なる色で施されていることを特徴とする
付記１記載の留置チューブ。
【００３９】（付記３）  上記マーキングはレーザマー
キングにより施されていることを特徴とする付記１記載
の留置チューブ。
【００４０】
【発明の効果】この発明によれば、体腔内の狭窄部に適
切に留置チューブを留置することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施の形態に係る留置チューブを
示し、（ａ）は側面図、（ｂ）は正面図、（ｃ）は内視
鏡から見た手技中の留置チューブの近位部を示す概略
図。
【図２】留置チューブガイド装置を示し、（ａ）は留置
チューブガイド装置の一部切欠した側面図、（ｂ）はＡ
－Ａ線に沿う断面図、（ｃ）はＡ－Ａ線に沿う断面図、
（ｄ）は側面図。
【図３】フラップに施されるマーキングの変形例を示
し、（ａ）は留置チューブの側面図、（ｂ）は留置チュ
ーブの正面図、（ｃ）は内視鏡から見た手技中の留置チ
ューブの近位部を示す概略図。
【図４】フラップに施されるマーキングの変形例を示
し、（ａ）は留置チューブの側面図、（ｂ）は留置チュ
ーブの正面図、（ｃ）は内視鏡から見た手技中の留置チ
ューブの近位部を示す概略図。
【図５】フラップに施されるマーキングの変形例を示
し、（ａ）は留置チューブの側面図、（ｂ）は留置チュ
ーブの側面図、（ｃ）は内視鏡から見た手技中の留置チ
ューブの近位部を示す概略図。
【図６】フラップに施されるマーキングの変形例を示
し、（ａ）は留置チューブの側面図、（ｂ）は留置チュ
ーブの正面図、（ｃ）は内視鏡から見た手技中の留置チ
ューブの近位部を示す概略図。
【図７】（ａ）（ｂ）はステントを経内視鏡的に体腔内
に導き、胆管の狭窄部に留置する手技の説明図。
【図８】従来のフラップを示し、（ａ）は平面図、
（ｂ）は側面図、（ｃ）は内視鏡から見た手技中の留置
チューブの近位部を示す概略図。
【符号の説明】
１…留置チューブ
２…留置チューブ本体
３、３ａ…フラップ
２９…内腔
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